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二
大
中
同
窓
会
は
、
開
校
５。
周
年
を

迎
え
る
今
年
、
記
念
同
窓
会
を
開
催
し

よ
う
と
、
昨
年
か
ら
準
備
を
す
す
め
て

い
ま
す
］

３
月
６
日
の
第
１０
同
世
話
人
会
に
は
、

‐５
の
同
期
会
か
ら
２６
人
の
世
話
人

（連

絡
係
）
が
出
席
し
て
、
と
り
く
み
を
交

流
し
ま
し
た
ｃ

「当
日
、
記
念
同
窓
会
の
後
に
同
期
会

を
ロ
ッ
テ
会
館
で
予
定
。
８。
人
を
目
標

に
し
て
い
る
ス
２
期
）

「還
暦
を
迎
え
る
の
で
同
期
会
を
開
く
。

１
３
３
人
に
案
内
を
出
し
て
、
記
念
同

窓
会
に
は
２６
人
が
参
加
の
返
事
が
き
て

い
る
」
（５
期
）

「同
期
会
を
漁
っ
ち
ん
ぐ
で
開
く
。
３。

名
は
め
ざ
し
た
い
Ｌ
ｌＯ
期
）

「２
月
に
同
期
会
を
３。
人
余
り
で
開
い

た
ス
２４
期
）、な
ど
な
ど
の
熱
の
こ
も
っ

た
と
り
く
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

教
員
Ｏ
Ｂ
名
簿
も
作
成
中
で
、
約
９。

人
の
先
生
方
に
ご
案
内
を
だ
し
、
今
年

の
卒
業
生
に
も
案
内
文
を
配
布
す
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

４
月
３
日
第
Ｈ
回
世
話
人
会
、
５
月

１
日
に
第
１２
回
世
話
人
会
を
開
い
て
準

備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
１
期
生
が
４８

年
ぶ
り
に
同
期
会
を
計
画
。
ま
た
、
２５

人
の
歴
代
の
先
生
方
の
参
加
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
ｔ

「毎
日
」
「読
売
」
の
同
窓
会
欄
に
も
載

り
ま
し
た
。
２‐
期
生
の
青
木
美
津
子
さ

ん
作
製
の
ポ
ス
タ
ー
を
貼
り
出
し
て
、

記
念
同
窓
会
の
成
功
に
む
け
て
、
ダ
ッ

シ
ュ
Ｈ
し
て
い
ま
す
。

田周年
記念
同憲菫
Ｅ月
一日
ヽ
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日午後1時  受付開始
■午後 1時半 開会
1部 記念式典

歴代先生方の紹介

2部 講演 大場秀章・東大教授 (4期卒業生)
落語 三遊亭円橘・師匠 (6期卒業生)

■場所 二大中体育館

同
窓
会

・
今
昔

★
母
校
二
大
中
は
、
大
中
の
中
で
昭
和

２９
年
４
月
に
開
校
ｃ
ｌＯ
月
１
日
、
新
校

△
只
現
中
央
小
）
に
移
転
ｃ
そ
し
て
、
現

在
の
校
舎
は
三
菱
製
鋼
株
式
会
社
の
野

球
グ
ラ
ン
ド
跡
に
建
設
さ
れ
、
昭
和
“

年
４
月
に
移
転
し
て
き
ま
し
た
ｃ
新
校

舎
完
成

。
引
っ
越
し
に
は
、
同
窓
生
や

役
員
等
、
多
数
の
皆
様
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
ｃ

★
当
時
、
私
た
ち
も
若
く
、
同
窓
会
活

動
に
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
ｃ
同
窓

会
総
会
で
は
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
た

り
、
同
窓
会
新
聞
も
発
行
し
ま
し
た
。

広
告
集
め
に
は
、
城
東
信
用
金
庫

（現

東
京
ベ
イ
）
を
は
じ
め
、
各
商
店
の
オ

ー
ナ
ー
の
皆
様
に
大
変
に
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た

★
そ
の
後
、
会
長
職
が
空
白
に
な
る
な

ど
体
眠
状
態
に
な
り
ま
す
が
、
二
期
生

の
松
土
英
男
氏
に
会
長
を
お
願
い
し
、

３。
周
年
記
念
事
業
で
は
国
旗
掲
揚
塔
、

４。
周
年
記
念
事
業
で
は
ト
ロ
フ
ィ
ー
掲

示
棚
の
寄
贈
に
貢
献
し
ま
し
た
。

☆
平
成
１３
年
３
月
、　
４６
期
生
で
同
窓
生

が
１
万
人
を
二
え
た
機
会
に

「１
万
人

宣
言
」
を
発
し
、
三
大
中
同
窓
会
の
再

確
立
へ
ふ
み
だ
し
ま
し
た
。
平
成
１４
年

に
ミ
ニ
同
窓
会
を
行
い
、
平
成
１６
年
６

月
１３
日
、
二
人
中
開
校
５。
周
年
記
念
同

窓
会
を
開
き
ま
丸
（新
保
）

若
葉
の
薫
る
季
節
に
同
窓
会
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
、
大
変
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
．
今
年
度
着
任
致
し
ま

し
た
私
は
、
江
東
区
育
ち
一ヽ
、
教
職

経
験
も
ほ
と
ん
ど
区
内
で
す
．

「ふ

る
さ
と
江
東

。
大
島
」
の
た
め
に
全

力
を
尽
く
し
ま
ｔ

本
年
は
五
〇
周
年
を
迎
え
、
卒
業

生
総
数
は
一
〇
三
九

一
人
と
な
っ
て

い
ま
す
一
現
在
、
在
校
生
は
二
七
五

人
で
す
」
近
代
的
な
団
地
や
下
町
の

温
情
厚
い
気
風
の
商
店
街
と
い
う
地

第
二
大
島
中
学
校
校
長
　
山
本
晨
子

域
の
ご
支
援
を
受
け
、
子
供
の
た
め

に
と
惜
し
み
な
く
努
力
を
重
ね
て
き

た
教
職
員
と
保
護
者
の
ご
協
力
で
、

育
っ
て
き
た
第
二
大
島
中
学
校
で
魂

現
在
も
落
ち
つ
い
た
雰
囲
気
の
中
で
、

し
っ
か
り
と
、
集
中
力
の
あ
る
生
徒

た
ち
が
伝
統
と
誇
り
を
受
け
継
い
で

い
ま
■

こ
れ
か
ら
も
力
強
い
後
輩

を
育
て
て
ま
い
り
ま
す
っ
同
窓
会
当

日
の
ご
盛
会
と
今
後
の
ご
発
展
を
お

祈
り
し
、
本
校
へ
の
お
力
添
え
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
屯

も ■

母
校
二
大
中
が
昭
和
二
十
九
年
四

月
、
大
島
中
学
校
内
で
開
設
、
平
成

十
六
年
、
開
校
五
十
周
年
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

二
大
中
同
窓
会
も
昭
和
四
十
六
年

頃
ま
で
は
、総
会
の
開
催
、同
窓
会
新

聞
の
発
行
、
親
睦
行
事
の
開
催
な
ど

活
発
に
活
動
を
行
っ
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
そ
の
後
同
窓
会
活
動
が
休
眠

状
態
に
な
っ
て
近
年
に
至
り
ま
し
た
。

平
成
十
二
年
度
に
卒
業
生
が
一
万

人
を
超
え
た
機
会
に
、
前
任
の
永
井

二
大
中
同
窓
会
会
長
　
松
土
美
男

校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
顧
間
の
皆
さ

ん
の
お
力
添
え
も
あ
り
、
平
成
十
三

年
六
月
二
十
日
、
二
人
中
同
窓
会
を

再
発
足
さ
せ
る
相
談
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
〓
そ
し
て
同
年
十
二
月
、
不

肖
私
が
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
、
併
せ
て
役
員
、
組

織
も
決
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
３

母
校
二
大
中
の
益
々
の
発
展
を
願

い
、
同
窓
会
の
運
営
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
ｔ

皆
様
方
の
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
中
し
上
げ
ま
す



卒
業
生

・同
期
会

の
状
況

「成
人
式
を
迎
え
る
機
会
に
集
ま
ろ
う

よ
」
と
、
３
年
生
の
と
き
の
学
級
委
員

を
中
心
に
し
て
、
昨
年
か
ら
相
談
を
し

て
き
ま
し
た
。

１
月
１２
日
、
成
人
式
の
夜
、
場
所
は

西
大
島
の

「和
民
」
に
、
７３
人
が
参
加

し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り

に
会
っ
た
ら
、
パ
パ
に
な
っ
て
る
人
、

働
い
て
る
人
、
就
職
が
決
ま
っ
て
来
年

か
ら
働
く
人
、
大
学
生
の
人
、
そ
れ
ぞ

れ
の
道
を
歩
ん
で
い
る
ん
だ
な
、
と
感

じ
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
言
わ
れ
る
成
人
式
だ
け
ど
、

こ
う
や
っ
て
集
ま
る
機
会
と
し
て
は
い

い
な
、
と
思
い
ま
砲

先
生
へ
の
連
絡
が
遅
く
な
り
、
年
が

明
け
て
の
案
内
だ
っ
た
の
で
す
が
、
当

時
の
学
年
主
任
の
鶴
貝
先
生
が
き
て
く

れ
て
、
入
れ
替
わ
り
立
ち
代
り
、
い
ろ

ん
な
人
が
挨
拶
に
行
っ
た
り
、
話
に
行

っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

「他
の
先
生

に
も
会
い
た
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
多

数
で
し
た
。
案
内
が
直
前
に
な
っ
て
、

先
生
方
を
招
待
で
き
ず
ご
め
ん
な
さ
い
。

じ
つ
は
、
最
初
は
平
安
閣
で
や
ろ
う

と
し
て
、
昨
年
中
に
案
内
も
送
り
、
返

事
を
も
ら
っ
た
の
だ
け
ど
、
参
加
者
が

３。
人
に
達
し
な
か
っ
た
の
で
す
。
そ
こ

で
、
平
安
閣
の
方
に
相
談
。
は
が
き
代

な
ど
の
実
費
だ
け
で
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き

た
の
で
、
Ｉ
く
ん
が
バ
イ
ト
を
し
て
い

る

「和
民
」
に
変
更
。
貸
し
切
り
状
態

に
し
て
、
た
く
さ
ん
の
参
加
が
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
や
は
り
お
金
の

負
担
が
大
き
か
っ
た
よ
う
で
砲

名
期

は
、
卒
業
し
た
年
に
一
度
、
区
民
セ
ン

タ
ー
の
会
議
室
で
同
期
会
を
開
い
て
い

た
の
で
、
学
級
委
員
が
幹
事
を
引
き
受

け
て
体
制
が
で
き
て
い
た
こ
と
が
大
き

い
と
思
い
ま
丸

卒
業
し
た
年
に
集
ま

る
こ
と
、
成
人
式
の
と
き
に
集
ま
る
こ

と
、
が
大
事
か
な
？
　
　
　
　
（真
）

「大
島
会
只
同
期
会
）を
開
い
て
い
る
。

〔５
期
〕
、こ
と
し
は
還
暦
を
迎
え
る
。

１
３
３
人
に
案
内
を
出
し
て
同
期
会
を

開
く
。
同
窓
会
に
は
２６
人
が
参
加
予
定
。

〔６
期
〕
３
月
に
は
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

し
た
り
、
結
構
こ
ま
め
に
集
ま
っ
て
い

る
。
同
窓
会
に
も
１６
人
が
参
加
予
定
。

（９
期
〕
同
期
会
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
幹

事
が
い
て
、
体
制
も
し
っ
か
り
と
し
て

い
る
。
５。
周
年
記
念
同
窓
会
に
は
日
程

的
に
と
り
く
む
の
が
厳
し
い
。

（１０
期
〕
同
窓
会
の
あ
と
、

「魚
っ
ち

ん
ぐ
」
で
同
期
会
を
計
画
。
５。
人
に
案

内
を
出
し
た
。

（＝
期
〕
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
関
係
で
声
か

け
が
で
き
そ
う
。

（‐２
期
〕
四
大
小
の
同
期
会
を
開
い
た
。

同
窓
会
に
も
声
を
か
け
る
が
、
多
く
は

集
ま
れ
な
い
か
も
。
「魚
っ
ち
ん
ぐ
」
で

同
期
会
を
予
定
。

（‐３
期
〕
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
関
係
で
声
を

か
け
て
い
る
。
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昨
年
二
月
に

「錦
糸
町
東
武
マ
リ
オ

ッ
ト
」
で
同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

山
口
綾
子
先
生
、
長
田
重
孝
先
生
に
も

ご
参
加
い
た
だ
き
、
総
勢
７。
名
で
大
騒

ぎ
―
　
一
一大
中
の
頃
の
面
影
が
あ
る
人
、

誰
だ
か
全
然
わ
か
ら
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ

た
人
…
…
色
々
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
中

学
時
代
に
戻
っ
て
懐
か
し
く
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
感
動
が
忘
れ
ら
れ
な
く
て
、

そ
の
後
も
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
食
事
会
、

忘
年
会
、
新
年
会
、
そ
し
て
つ
い
先
日

も
三
丁
目
の
緑
道
で
お
花
見
を
実
施
―

（桜
は
二
部
咲
き
で
し
た
が
…
…
）
同

期
会
を
機
に
何
か
タ
イ
ト
ル
を
付
け
て

集
ま
っ
て
い
ま
茂

６
月
１３
日
の
記
念
同
窓
会
の
後
も
、

「錦
糸
町
サ
ー
テ
イ
エ
イ
ト
」
で
同
期

会
を
行
い
ま
す
「
ま
た
ま
た
楽
し
く
盛

り
上
が
る
予
定
で
す
―

（２
０
０
２
年
）
Ｈ
月
１６
日

（土
）
、

午
後
７
時
か
ら
、
総
合
区
民
セ
ン
タ

ー
公
会
堂
（西
大
島
駅
上
）
で
、
「二
大

中
ミ
ニ
同
窓
会
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

◆
髪
が
自
く
な
っ
た
な
あ
、
と

ミ
ニ
同
窓
会
に
は
、松
永
先
生
、大

江
先
生
、石
川
先
生
、羽
田
先
生
、
明

官
先
生
、
山
口
綾
子
先
生
を
は
じ
め
、

８４
人
の
同
窓
生
が
つ
ど
い
ま
し
た
。

「先
生
、
わ
か
り
ま
す
か
Ｌ
変
わ
っ

て
な
い
で
す
ね
Ｌ
髪
が
自
く
な
っ
た

な
ぁ
」
な
ど
と
、
懐
か
し
い
先
生
方

と
の
思
い
出
話
や
友
と
の
語
ら
い
の

輪
が
で
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
す
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

母
校
の
二
大
中
は
、
２
年
後
の
平

成
１６
年
に
開
校
５。
周
年
を
む
か
え
ま

ｔ
　
「２
年
後
に
は
た
く
さ
ん
の
友

人
と
い
っ
し
ょ
に
参
加
し
ま
す
」
と
、

各
期
の
皆
さ
ん
が
、　
マ
イ
ク
を
に
ぎ

っ
て
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

大
事
に
保
存
し
て
い
た
、
音
の
懐
か

し
い
写
真
約
３。
葉
を
拡
大
し
て
貼
り

出
し
て
あ
り
、
会
が
始
ま
る
前
に
、

な
つ
か
し
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

二
大
中
の
永
井
校
長
先
生
、
小
林

教
頭
先
生
、
羽
田
野
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が

来
賓
で
参
加
し
ま
し
た
。

１
期
、２
期
、３
期
、４
期
、
５
期
、
６

期
、
７
期
、
８
期
、
９
期
、
Ю
期
、
Ｈ

期
、
１２
期
、
１３
期
、
１５
期
、
１９
期
、
２。

期
、
２‐
期
、
２２
期
、
２５
期
、
２９
期
か
ら
、

各
期
数
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

〔１
期
〕
卒
業
以
来
、初
め
て
の
同
期
会

を
開
く
べ
く
、７５
人
に
案
内
を
出
し
３５
人

か
ら
参
加
の
返
事
が
返
っ
て
い
る
。

（２
期
）
１３
日
の
同
窓
会
後
、
ロ
ン
ア

会
館
で
同
期
会
を
予
定
。”
人
を
目
標
に

し
て
よ
び
か
け
て
い
る
。３
年
前
に
は
還

暦
を
祝
っ
て
同
期
会
を
開
い
た
。

（３
期
〕
２
月
に
２８
人
で
同
期
会
・
新

年
会
を
開
い
た
。

（４
期
）
毎
年
、
６
月
の
こ
の
時
期
に

（Ю
期
〕
夜
の
同
期
会
に
は
集
ま
る
け

ど
、
昼
の
同
窓
会
は
お
酒
も
な
い
の
で

多
く
は
難
し
い
か
な
。

（２
期
〕
十
数
人
は
年
に
１
回
く
ら
い

集
ま
っ
て
い
る
。

（４
期
）
同
期
会
を
２
月
に
開
き
、
３。

人
余
が
参
加
し
た
。

（る
期
〕
同
期
の
連
絡
ほ
と
れ
て
い
る
。

（χ
期
〕
旧
３
Ａ
を
中
心
に
、羽
田
先
生

も
参
加
し
て
、同
期
会
を
開
い
て
い
る
。

〔∞
期
〕
数
年
前
に
同
期
会
を
開
い
た
。

い
ま
も
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
交
流
は
あ
る
。

わ
カ

一ヨ司・・　　姉“‐，‐

０
０
４
）
に
、
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三
大
中

と

四
大
中

が
統
廃

合

し

て
大
島

西
中

学
校

が
誕
生

し
、

ま
た

江
東

区

で
は
学
校

選
択

制
が
導

入
さ

れ

る
な
ど

、
新
世
紀

に

入

っ
て
、
学
校

を
と

り
ま
く
環
境

は
大
き
く
変
わ

ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状

況

の
も

と
、

二
大
中

同
窓

会

は
、

二
大

甲
の

い

っ
そ
う

の
発

展
を
願
い
、　
一
万
人
の
同
窓
会
に
ふ
さ
り
し
く
役
員
体
制
を
強
化
し
て
、
決

意
あ
ら
た
に
再
出
発
い
た
し
ま
し
た
。
二
大
中
同
窓
会
へ
の
ご
指
導

・
こ
鞭

撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
π二大
中
同
窓
会
　
世
話
人
一
同
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し
い
先
生
方
の
近
況

・
大
江
徹
朗
先
生

〔在
職
Ｓ
２９
～
Ｓ
各

週
に
２
回
、
大
田
区
の
矢
口
中
に
陸
上
競

技
部
の
指
導
に
行
っ
て
い
ま
す
）
ま
た
、
陸

連
や
中
体
連
主
催
の
競
技
大
会
に
競
技
役
員

と
し
て
参
加
。
社
会
科
の
方
も
、
そ
れ
な
り

に
教
科
書
を
書
い
て
い
ま
す
一
多
忙
な
毎
日

が
年
を
忘
れ
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
す
。

・
松
永
義
信
先
生

〔在
職
Ｓ
２９
～
Ｓ
磐

お
茶
の
水
医
療
専
門
学
校
に
１５
年
勤
め
昨

年
退
職
。
現
在
理
事
を
し
て
い
ま
丸

・
佐
藤
良
男
先
生
（旧
姓
今
野
Ｘ
在
職
Ｓ

３。
～
Ｓ
３５
〕
　

一
一大
中
に
６
年
間
お
世
話
に

な
り
、
そ
の
後
、
品
川
の
荏
原
中
、
東
京
教

育
大
付
属
中
、
文
部
省
体
育
局
、
奈
良
県
教

委
、
文
部
省
体
育
局
、
上
越
教
育
大
、
北
海

道
教
育
大
札
幌
校
、
順
天
堂
大
、
福
岡
大
と

４８
年
間
勤
務
し
、
昨
年
３
月
末
に
定
年
退
職

し
ま
し
た
。
体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
を
中
心

と
し
た
仕
事
で
し
た
が
、
そ
の
基
盤
に
あ
る

の
は
、
一
一大
中
で
の
勤
務
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
二
大
中
が
私
の

原
点
で
す
。
最
近
は
鷹
番
の
我
が
家
で
元
気

に
過
ご
し
て
お
り
、
と
き
に
は
、
陸
上
競
技

の
大
会
運
営
な
ど
を
手
伝
っ
て
お
り
ま
ｔ

・
今
西
良
允
先
生

〔在
職
Ｓ
３。
～
Ｓ
●

二
大
中
は
東
京
で
の
教
師
生
活
出
発
点
と

し
て
‐７
年
。
そ
の
後
、
杉
並
区
天
沼
中

一
年
、

都
立
忠
生
高
校
１６
年
で
、　
一
九
八
九
年
退
職

し
、
読
書
と
思
索
の
日
を
過
ご
し
て
い
ま
茂

２‐
世
紀
日
本
の
独
立
、
民
主
、
平
和
の
た
め

に
余
力
を
尽
く
す
つ
も
り
で
い
ま
ｔ

・
岩
瀬
泰
子
先
生

〔在
職
Ｓ
３８
～
Ｓ
”

二
大
中
在
職
１７
年
の
後
、
渋
谷
区
、
江
戸
川

区
と
変
化
の
あ
る
職
場
で
の
毎
日
を
終
え
、

現
在
教
育
長
で
別
の
角
度
か
ら
教
育
を
考
え

る
こ
と
が
多
い
毎
日
で
ｔ

・
神
戸
与
夫
先
生

〔在
職
Ｓ
４。
～
Ｓ
２

五
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
一
当

日
は
、
体
調
の
様
子
を
見
て
出
席
し
ま
亀

・
相
馬
和
子
先
生

〔在
職
Ｓ
４５
～
Ｓ
ｅ

Ｓ
４５
年
か
ら
５
年
間
、
新
採
の
養
護
教
諭

と
し
て
、
ま
た
初
め
て
の
養
護
教
論
と
し
て

着
任
し
、
現
在
は
葛
飾
区
立
桜
道
中
学
校
に

動
務
し
て
い
ま
す
〉
皆
様
に
お
会
い
で
き
る

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ユ三
ぇ
ヽ

・
羽
田
龍
生
先
生

〔在
職
Ｓ
４
～
Ｓ
国

江
戸
川
区
の
松
江
第
六
中
学
校
に
い
ま
ｔ

二
大
中
で
の
教
職
員
、
卒
業
生
の
皆
様
に
お

会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
０

・
倉
持
員
由
美
先
生
〔在
職
Ｓ
４７
～
Ｓ
国

出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
ｔ

・
山
口
綾
子
先
生

〔在
職
Ｓ
４９
～
Ｓ
害

五
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ｔ
現

在
江
戸
川
区
立
葛
西
第
二
中
学
校
に
勤
務
し

て
お
り
ま
す
”
大
人
に
成
長
し
た
卒
業
生
達

に
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
亀

・
西
田
　
達
先
生

〔在
職
Ｓ
４９
～
Ｓ
●

ま
だ
先
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
ら

…
…
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

・
竹
田

一
郎
先
生

〔在
職
Ｓ
Ｍ
～
Ｓ
●

二
大
中
五
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

ｔ

本
校
は
私
が
校
長
を
勤
め
さ
せ
て
頂
い

た
最
初
の
学
校
で
、
管
理
職
と
し
て
最
も
思

い
出
深
い
学
校
で
す
。
生
徒
、
先
生
、
地
域

の
父
母
の
方
々
に
恵
ま
れ
た
よ
い
学
校
で
し

た
。
同
窓
会
に
出
席
で
き
る
事
は
、
こ
の
上

な
い
喜
び
で
す
“
私
も
来
年
８。
歳
に
な
り
ま

す
。
早
い
物
で
す
ね
。
幸
い
に
も
只
今
健
康

に
過
ご
し
て
お
り
ま
ｔ

・
川
名
葉
子
先
生

〔在
職
Ｓ
５５
～
Ｈ
ｌ
〕

二
大
中
に
は
Ю
年
間
勤
務
い
た
し
ま
し
た
。

あ
の
こ
ろ
の
教
え
子
は
、
も
う
立
派
な
お
じ

さ
ん
、
お
ば
さ
ん
で
す
ね
。
現
在
は
品
川
区

立
大
崎
中
学
校
長
と
し
て
５
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。

・
石
川
美
知
子
先
生
〔在
職
Ｓ
５６
～
Ｈ
２
〕

四
月
一
日
、
江
東
区
立
深
川
第
一
中
学
校

に
異
動
致
し
ま
し
た
。

・
池
田
芳
子
先
生

〔在
職
Ｓ
５９
～
Ｓ
６３
〕

杉
並
区
立
杉
森
中
学
校
で
４
年
目
を
迎
え

ま
す
）
三
十
五
周
年
の
準
備
を
し
て
い
た
当

時
は
二
昔
前
に
な
り
ま
し
た
。

・
原
口
直
巳
先
生

〔在
職
Ｓ
６２
～
Ｈ
４
〕

在
職
中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

初
任
校
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
二
大
中
に
は

多
く
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
ｏ
昨
年
思
う
こ

と
が
あ
り
、　
‐６
年
間
中
学
校
に
勤
め
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
、
渋
谷
区
の
小
学
校
で
教
え

て
い
ま
す
一
初
心
に
か
え
り
、
勉
強
、
勉
強

の
毎
日
で
屯

・
坂
　
榮
治
先
生

〔在
職
Ｈ
ｌ
～
Ｈ
４
〕

こ
の
世
に
生
を
受
け
て
か
ら
６
回
目
の
申

年
を
迎
え
ま
し
た
。
故
障
の
多
く
な
っ
て
き
た

身
体
の
こ
と
も
気
に
な
る
の
で
す
が
、
他
の

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
な
が
ら
、

他
の
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
が
少
し
で
も
で
き

る
よ
う
な
毎
日
を
送
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
魂

ｏ
瀧
口
紀
美
代
先
生
〔在
職
Ｈ
２
～
Ｈ
９
〕

在
職
中
に
四
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
も

う
１０
年
経
つ
の
で
す
ね
。
と
て
も
懐
か
し
い

で
す
）
現
在
は
板
橋
区
立
志
村
第
二
中
学
校

に
勤
務
し
て
い
ま
す
）

・
岩
月
武
丸
先
生

〔在
職
Ｈ
５
～
Ｈ
７
〕

旧
職
員
や
卒
業
生
に
会
え
る
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
一

・
金
田
志
津
雄
先
生
〔在
職
Ｈ
５
～
Ｈ
３

現
在
は
、
江
東
区
立
深
川
第
五
中
学
校
で

勤
務
し
て
い
ま
す
。
日
々
是
研
究
、
吾
以
外

皆
吾
師
の
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
い
ま
ｔ

ｅ
石
川
栄
三
先
生

〔在
職
Ｓ
３。
～
Ｓ
磐

・
永
井
恵
三
先
生

〔在
職
Ｈ
ｌ２
～
Ｈ
Ｄ

・
前
橋
博
美
先
生

〔在
職
Ｈ
Ю
～
〕

・
泉
嘉
穂
子
先
生

〔在
職
Ｈ
Ｈ
～
〕

…
…
出
席
し
ま
亀

〓
当
日
は
欠
席
の
先
生
方
の
近
況
で
す
。

・
水
谷

百
卵
先
生

〔在
職
Ｓ
２９
～
Ｓ
Ｇ

地
区
自
治
会
の
お
手
伝
い
や
ら
、
老
人
囲

碁
ク
ラ
ブ
に
毎
週
出
席
し
て
地
区
の
方
々
と

の
楽
し
い
出
会
い
で
、
生
き
が
い
を
感
じ
て

い
る
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。
記
念
同
窓
会
に

出
席
の
返
事
を
し
て
お
り
、
皆
様
に
お
会
い

ｒ
，
一
二
、一
二

一
‘
多
一言
ア
一
〓
■
ｉ
■

二
・
一一
、ニ
ス
〓
は
、
平
成
て
年
（２
　
　
り
ま
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撻
の
ほ
ど
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

０
０
４
■
，．　
合三

一Ｉ
Ｅ
三
一■
，
奎
い
■
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ〓
ノ
し
た
状
況
の
も
と
、
二
大
中
同
窓
会
は
、
二
大
中
の
い
っ
そ
う
の
発
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一大
中
同
窓
会
　
世
話
人

一
同

で
き
る
こ
と
を
殊
の
ほ
か
喜
び
、
そ
の
日
の

来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
当

日
、
私
の
実
兄
の
三
回
忌
で
し
た
。
そ
の
法

要

（香
川
県
高
松
市
）
の
た
め
、
欠
席
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
ヽ

・
岡
本
喜
久
雄
先
生
〔在
職
Ｓ
２９
～
Ｓ
３

同
窓
会
の
ご
案
内
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

ｔ

腹
式
呼
吸
に
よ
る
発
声
で
元
気
、
詩
吟

の
普
及
活
動
を
し
て
お
り
ま
す
）

・
河
内
　
武
先
生

〔在
職
Ｓ
２９
～
Ｓ
Ｏ

懐
か
し
く
出
席
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

遠
出
が
無
理
で
す
“
何
度
も
お
誘
い
、
申
し

訳
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
に
宜
し
く
。

・
越
島
龍
三
郎
先
生
〔在
職
Ｓ
３２
～
Ｓ
彰

五
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
所

用
の
た
め
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
ｔ

・
橋
本
　
裕
先
生

〔在
職
Ｓ
３６
～
Ｓ
Ｗ

４
年
間
、
二
大
中
で
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
都
立
上
野
高
校
で
嘱
託
員
を
５
年
間
過

ご
し
、
昨
年
３
月
に
退
職
し
ま
し
た
。
や
っ
と

の
ん
び
り
し
た
生
活
を
味
わ
っ
て
い
ま
丸

・
石
田
文
雄
先
生

〔在
職
Ｓ
４‐
～
Ｓ
Ｃ

瑞
江
三
中
で
働
い
て
い
ま
す
“
皆
様
方
に

よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

・
高
橋
正
江
先
生

〔在
職
Ｓ
４６
～
Ｓ
巳

現
在
中
央
区
立
佃
中
学
校
に
嘱
託
で
働
い

て
い
ま
丸

ご
盛
会
を
お
祈
り
致
し
ま
丸

・
明
官
治
朗
先
生

〔在
職
Ｓ
４７
～
Ｓ
Ｕ

当
日
、
地
域
別
東
・
西
部
合
同
陸
上
競
技

大
会
が
夢
の
島
競
技
場
で
行
わ
れ
る
た
め
、

残
念
で
す
一
現
在
、
江
東
区
立
大
島
中
学
校

に
お
り
ま
ｔ

・
山
本
隆
之
先
生

〔在
職
Ｓ
４９
～
Ｓ
●

墨
田
区
立
向
島
中
学
校
で
頑
張
っ
て
い
ま
ｔ

創
立
五
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
蔦

・
紅
床
　
哲
先
生

〔在
職
Ｓ
５２
～
Ｓ
３

五
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
ゴ

一

十
周
年
頃
進
路
指
導
の
研
究
を
や
っ
た
の
を

懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
す
。
現
在
は
第
二
の

勤
め
の
江
東
区
教
育
委
員
会
を
退
職
し
て
１２

年
ほ
ど
に
な
り
ま
す
一
写
真
、
俳
旬
な
ど
趣

味
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
ゴ
九
日
の
句

「何
は
あ
れ
　
つヽ
れ
し
き
声
や
　
初
雀
」

。
小
松
準

一
先
生

〔在
職
Ｓ
５５
～
Ｓ
●

埼
玉
県
に
転
居
し
て
か
ら
１６
年
経
ち
ま
茂

私
が
一
一大
中
に
勤
務
し
て
い
た
の
は
も
つ
紳
千

以
上
も
ま
え
の
こ
と
で
す
が
、
当
時
の
大
島
地

域
は
ま
だ
義
理
。
人
情
が
残
っ
て
い
る
土
地
柄

で
し
た
。
そ
ん
な
二
大
中
の
生
徒
や
保
護
者

や
先
生
の
こ
と
を
今
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
て

お
り
ま
ｔ

・
阿
久
津
繁
男
先
生
〔在
職
Ｓ
５７
～
Ｓ
Ｕ

五
十
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
丸

現
在
、

北
区
立
赤
羽
中
学
校
に
勤
務
し
て
お
り
ま
ｔ

・
筒
井
　
孝
先
生

〔在
職
Ｓ
５９
～
Ｈ
５
〕

病
気
療
養
中
の
た
め
失
礼
い
た
し
ま
丸

・
長
浜
和
明
先
生

〔在
職
Ｓ
６‐
～
Ｈ
７
〕

当
日
は
都
中
体
連
主
催
地
域
別
陸
上
大
会

の
た
め
誠
に
残
念
で
す
が
出
席
で
き
ま
せ
ん
。

Ю
年
間
二
大
中
に
在
職
し
、
ま
た
妻
が
二
大

中
卒
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
思
い
出
深
い
学
校

で
式

現
在
は
江
戸
川
区
立
上
一色
中
学
校
に

在
職
し
て
お
り
ま
魂

・
栗
原
　
稔
先
生

〔在
職
Ｓ
６２
～
Ｓ
Ｃ

ご
無
沙
汰
し
て
い
ま
す
。
ご
盛
会
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
亀

・
餅
田
　
保
先
生

〔在
職
Ｓ
６３
～
Ｈ
２
〕

謡
の
稽
古
場
に
、
今
、
月
五
回
通
っ
て
い

ま
亀
充
実
し
た
時
間
を
楽
し
ん
で
い
ま
亀

・
山
本
利
枝
先
生

〔在
職
Ｈ
２
～
Ｈ
じ

お
隣
の
江
東
区
立
大
島
西
中
学
校
で
元
気

に
や
っ
て
い
ま
す
ゴ

一大
中
で
学
ん
だ
規
律

あ
る
生
徒
指
導
、
教
職
員
会
の
一
致
し
た
指

導
は
、
私
の
生
涯
の
宝
で
す
一

・
工
藤
美
保
子
先
生
〔在
辱
一
２
～
Ｈ
Ｄ

ご
案
内
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
Ю

年
前
の
式
典
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
二
大
中

で
得
た
も
の
を
糧
に
、今
頑
張
っ
て
い
ま
ｔ

益
々
の
ご
発
展
を
祈
っ
て
お
り
ま
ｔ

ｏ
瀧
島
幸
市
先
生

〔在
職
Ｈ
３
～
Ｈ
９
〕

こ
の
頃
、
中
学
生
の
時
の
夢
を
実
現
し
た

く
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
北
の
小
島
ヘ
オ
ー
ロ
ラ

を
見
に
行
っ
た
り
、
皆
既
日
食
を
見
た
く
て
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
南
部
へ
ひ
と
り
旅
を
し
て
い

ま
す
っ
昨
年
に
は
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
、
ア
イ
ガ

ー
北
壁
の
ふ
も
と
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
し
て
き
ま

し
た
。
今
年
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
を
見
た
く
て
ネ

パ
ー
ル
ヘ
旅
し
ま
丸

　

↑
以
下
４
面
へ
続
く
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第
１
章
　
総
則

第
１
条

本
会
は

「江
東
区
立
第
二
人

島
中
学
校
同
窓
会
」
と
称
す
る

第
２
条

本
会
は
事
務
所
を
江
東
区
ｔ

第
二
大
島
中
学
校
内
に
置
く

第
３
条

本
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
を

図
り
、
併
せ
て
母
校
の
発
展
に
協

力
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

第
２
章
　
事
業

第
４
条

本
会
は
前
条
の
日
的
を
達
成

す
る
た
め
下
の
事
業
を
行
う

１
、
総
会
の
開
催

２
、
記
念
行
事
の
開
催
、
会
報
の
発
行

な
ど

３
、
そ
の
他第

３
章
　
会
員

第
５
条

本
会
の
会
員
は
下
記
の
と
お

り
と
す
る

普
通
会
員
は
江
東
区
立
第
二
大

島
中
学
校
卒
業
生
と
す
る

特
別
会
員
は
本
校
現
旧
教
職
員

と
す
る第

４
章
　
役
員

第
６
条

本
会
は
下
記
の
役
員
顧
間
を

置
く
名
誉
会
長
１
名
　
　
顧
問
若
干
名

会
長
ｌ
名
　
副
会
長
数
名
　
書
記

２
名
　
会
計
２
名
　
事
務
局
若
干

名
　
世
話
人
＝
各
期
ご
と
に
数
名

第
５
章
　
機
関

第
Ｈ
条

本
会
は
下
記
の
機
関
を
置
く

公帖
ムム

世
話
人
会

役
員
会

第
１２
条

総
会
は
周
年
行
事
等
に
あ
わ

せ
て
行
う
ｃ
総
会
の
な
い
と
き
は

世
話
人
会
が
代
替
す
る

第
１３
条

総
会

（世
話
人
会
）
に
お
い

て
は
会
務
状
況
並
び
に
収
支
状
況

等
を
報
告
し
承
認
を
得
る

第
１４
条

世
話
人
会
は
、
年
に
２
度
ほ

ど
開
催
す
る
。
会
長
が
召
集
す
る

第
１５
条

役
員
会
は
、
〈ム長
、
副
会
長
、

書
記
、
会
計
、
事
務
局
、
で
構
成

し
、
会
長
が
こ
れ
を
召
集
す
る

第
１６
条

会
議
の
議
事
の
決
定
は
出
席

者
の
過
半
数
に
よ
っ
て
こ
れ
を
決

め
る

第́
６
章
　
会
計

第
１７
条

本
会
の
経
費
は
入
会
金
、
会

費
、
寄
付
金
、
そ
の
他
に
よ
る

第
１８
条

会
計
年
度
は
４
月
ｌ
口
に
始

ま
り
翌
年
３
月
３‐
日
に
終
わ
る

第
７
章
　
附
則

第
１９
条

本
会
の
会
則
は
世
話
人
会
に

よ
っ
て
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る

第
２。
条

本
会
則
は
昭
和
４２
年
９
月
１０

日
よ
り
施
行
す
る

平
成
１６
年
３
月
６
日
一
部
改
正

【世
話
人
会
出
席
者
】

（５
月
ｌ
口
第
１２
回
世
話
人
会
ま
で
）

（１
期
）
中
村
義
和
　
嵯
峨
仙
三
　
関
谷
晴

子
　
志
村
幸
子

（２
期
〕
松
土
英
男
　
小
林
常
場
　
中
山
清

彦
　
森
重
雄
　
平
川
考
子

（３
期
）
吉
池
徹
雄
　
池
島
徹
　
星
恵
子

（４
期
）
新
保
幸
男

（５
期
〕
青
木
満
　
黒
坂
保
光
　
佐
藤
イ
チ

子
　
山
田
耐
子

（６
期
〕
印
出
智
之
　
石
原
光
江
　
藤
井
高

夫
　
本
橋
定
彦

（７
期
〕
長
谷
川
治
澄
　
杉
村
直
彦

（８
期
）
上
村
光
男
　
棚
橋
節
子

（９
期
）
吉
田
ト
キ
子
　
月
岡
佳
子

（Ю
期
）
名
越
実

椎
名
由
里
子

大
野
悟

（１１
期
〕
佐
々
木
幸
輝

（‐２
期
〕
茅
根
健

一　
島
谷
正
人

（‐３
期
〕
小
暮
か
よ
子

（‐５
期
）
宮
垣
浩
子
　
島
村
節
子

（‐９
期
）
小
林
亮
一　
佐
藤
薫

（２。
期
）
宮
野
か
お
り

（２‐
期
〕
多
田
栄
美
　
江
連
昌

一　
一品
瀬
満

明
　
甲
木
美
津
子
　
大
塚
富
士
雄

（２
期
）
遠
藤
裕
美

（る
期
）
野
村
仁
美

〔る
期
）
諏
訪
晴
美

一共
同
窓
会
役
員
名
】

一●
一

●
・

（平
成
“
年
５
月
■
■
現
在
）

3 2 1

会 事   冨J会
△
:バ

計 務   長 長

松
土
英
男

（２
期
）

新
保
幸
男

（４
期
）

印
出
智
之

（６
期
）

佐
々
木
幸
輝

（Ｈ
期
）

椎
名
由
里
子

（１０
期
）

佐
藤
　
薫

（１９
期
）

・
御
木
聖
子
先
生

〔在
職
Ｈ
Ｈ
～
Ｈ
Ｄ

異
動
し
て
２
ヵ
月
ほ
ど
で
す
が
、
ず
い
ぶ

ん
な
つ
か
し
い
気
が
し
ま
す
　
当
日
は
調
整

が
つ
か
ず
参
加
で
き
ま
せ
ん

・
藤
原
啓
芳
先
生

〔在
職
Ｈ
ｌ２
ヽ
〕

修
学
旅
行
の
た
め
参
加
で
き
ま
せ
ん
．
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
ｔ

・
芳
野
二
夫
先
生

〔在
職
Ｓ
３。
、
Ｓ
３

ｏ
秋
山
　
仁
先
生

〔在
職
Ｓ
田
ヽ
Ｓ
り

。
兵
郷
　
博
先
生

〔在
職
ｓ
ｍ
ヽ
Ｈ
，
こ

・
北
村
幸
広
先
生

〔在
職
Ｓ
ヽ
ヽ
＾ゝ
曽

。
渡
違
昌
子
先
生

〔在
職
Ｈ
Ｈ
ヽ
Ｈ
讐

。
森
本
発
子
先
生

〔在
職
Ｈ
ｌＯ
主

・
福
田
克
彦
先
生

〔在
職
Ｈ
Ｓ
ヽ

…
…
欠
席
し
ま
す

(|::11 1:|ヽ 11..

藤雛欝録‐
|:::::::::11:.:::

111=:競 1.|||||

■111111:::1::11:::

第

二
大
島
中
学
校
同
窓
会
会
則

第
７
条

本
会
の
役
員
顧
間
の
任
務
を

下
記
の
通
り
と
す
る

,

、
会
長
は
本
会
を
代
表
し
会
務
を
処

理
す
る

、
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
て
会
長

事
故
あ
る
時
は
之
を
代
行
す
る

、
書
記
は
各
会
の
議
事
経
過
を
記
録

し
議
事
録
は
事
務
所
に
保
存
す
る

、
会
計
は
収
支
を
記
帳
し
、
記
帳
簿

は
事
務
所
に
保
存
す
る

５
、
世
話
人
は
会
員
と
の
連
絡
に
あ
た

る

６
、
顧
間
は
本
会
の
運
営
そ
の
他
に
つ

い
て
相
談
に
あ
ず
か
る

第
８
条

役
員
は
下
記
の
方
法
に
よ
り

選
出
す
る

１
、
名
誉
会
長
に
は
学
校
長
を
推
挙
す

る

5

会
長
、
副
会
長
、
書
記
、
会
計
は

役
員
会
の
推
薦
に
よ
り
之
を
世
話

人
会
に
お
い
て
承
認
を
得
る

世
話
人
は
、
各
同
期
会
の
会
員
の

中
か
ら
選
ぶ

教
員
世
話
人
を
現
旧
教
職
員
の
中

か
ら
各
々
選
ぶ

顧
間
は
役
員
会
に
よ
っ
て
本
会
会

員
か
ら
推
選
す
る

第
９
条

役
員
の
任
期
は
ｌ
ヵ
年
と
す

る

（但
し
再
任
を
妨
げ
な
い
）

第
Ю
条
　
役
員
に
欠
員
が
生
じ
た
時
は

特
別
の
不
都
合
を
き
た
さ
な
い
限

り
之
を
補
充
し
な
い

「先
生
方
の
近
況
』

↑
３
面
よ
り
続
き

・
蓮
沼
喜
美
雄
先
生
一在
職
Ｈ
３
～
Ｈ
じ

創
立
５。
周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。
畠
山
　
敦
先
生

一一一在
職
Ｈ
５
～
Ｈ
留

私
も
元
気
で
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
「
皆
様

に
よ
ろ
し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い

★
こ
と
し
の
卒
業
生
４９
期
生
は
８３
人
。
１
万

３
９
１
人
が
卒
業
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
）

「葛
藤
を
と
お
し
て
培
っ
た
絆
（き
ず
な
ど
と

い
う
答
辞
は
３
年
間
の
中
学
校
生
活
を
み
ご

と
に
表
現
し
て
い
て
、
感
動
的
で
し
た
。

★

「同
窓
会
っ
て
あ
っ
た
の
？
」
か
ら
始
ま

り
、　
一
昨
年
は
ミ
ニ
同
窓
会
を
開
き
、
そ
し

て
５。
周
年
記
念
同
窓
会
へ
挑
戦
。
こ
の

パ
バ

報
」
も
３。
数
年
ぶ
り
の
復
刊
で
■

「会
報
」

を
手
に
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
二
大
中
同
窓
会
と

各
卒
業
生
の
同
期
会
の
た
め
に
力
を
出
し
あ

い
十
メし
ょ
う
．

「
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